
















































水槽(2L,4L)に比べて仔魚の初期生残率 (日令13;2L:0% ､4L:17.1%､ 6
L :27%)が高いと言 う結果が得 られた｡さらに平成15年度は飼育は殺菌海水を用い
て､ウイルス対策を施す とともに6kl水槽4面を用いて同腹の卵 を収容 し､添加微細
藻類の種類 (淡水クロレラ等)を検討 した結果､活きた微細藻類 (ナンノクロロブシ
ス)を添加 した場合に初期生残率が高 くなったため､飼育環境を清浄に保つことが､
仔魚初期生残率を向上させる一因になると推察された｡その結果全長40mmで約40,000
尾の稚魚を生産した｡今後はこれまでに得 られた知見を元に初期生残率の向上を図っ
てゆきたい｡
冬期成熟型胎生魚の生殖腺発達に及ぼす水温と日長の影響
秋月晃1･永田嗣巳1･安元進2･門村和志2･宅島めぐみ3･征矢野清1
1長崎大学水産学部附属海洋資源教育研究センター
2長崎県総合水産試験場
3財団法人長崎県産業振興財団
【目的】魚類の性成熟には水温及び日長が深 く関与する｡それ らを人為的に操作する
ことにより､種苗生産効率を向上させることが可能である｡しかし､対象魚の成熟に
及ぼす環境要因の影響を充分に理解 した上で､それを種苗生産技術に応用 している例
は少ない｡成熟に影響を与える環境要因に関しては淡水魚や春 ･夏期成熟型海産魚で
比較的多 く研究が行われているものの､秋 ･冬期成熟型海産魚及び胎生魚での報告例
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